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研究成果の概要（和文）：本研究では、Unicodeで表現された複数の言語が混在するテキストデータを、同一の
プログラムで処理する単語分割技術を構築した。この技術は、単純な状態遷移モデルに基づいた、各言語の辞書
や文法知識を一切必要としない言語独立な単語分割方式である。主に、(1)処理対象となる言語の拡張、(2)適用
事例の拡張、の2つの方向性を意識して研究を進めた。(1)については、日本語以外にも日本語の古典や英語、中
国語、韓国語などの外国語に対しても有効であることが確認できた。(2)については、商品や施設のユーザレビ
ューを用いて感情極性辞書を自動的に作成する手法を提案することができた。

研究成果の概要（英文）：In this research, we constructed a word segmentation technology that 
processes text data that is mixed with multiple languages expressed in Unicode with the same 
program. This technique is a language-independent word segmentation method based on a simple state 
transition model that does not require any dictionary or grammatical knowledge for each language. 
The research proceeded mainly in two directions: (1) extension of the language to be processed and 
(2) extension of application cases. Regarding (1), We confirmed that it is effective not only for 
Japanese but also for Japanese classics and foreign languages such as English, Chinese, and Korean. 
Regarding (2), we were able to propose a method for automatically creating an emotional polarity 
dictionary using user reviews of products and facilities.

研究分野： 知識発見とデータマイニング

キーワード： 多言語処理　感情極性辞書

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究では、対象のレビューデータをもとに感情極性辞書を自動的に作成する手法を提案することができた。感
情極性辞書とは、文章に含まれる単語に対し、文中に含まれる特有の極性（ポジティブ、ネガティブ）を持つ単
語が含まれているという考えに基づき、単語に対し極性値を与えた辞書である。今回は商品や施設のユーザレビ
ュー（5段階の評価値付きのテキストデータ）を用いて、評価値に基づいて感情極性値を算出することにより、
感情極性辞書を自動的に作成する手法を提案した。これにより、コンピュータが自動的にユーザレビューを収集
し、ある商品や施設に特化した感情極性辞書を構成できる可能性を示唆することができた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
近年、IT 技術の進歩により計算機の性能が向上し、様々な文書が電子化され、Web 上で利用

可能なテキストデータの量が年々増加している。これに伴い、最近ではビッグデータの活用が盛
んに叫ばれるようになり、Web 上のテキストデータを対象とした分析も積極的に行われるよう
になってきた。この動きは日本国内にとどまらず、新興国も含めた世界各国で活発化してきてお
り、言語の垣根を越え、グローバル化が急速に進行している。一方で、日本国内においても SNS
が急速に普及し、一般の辞書には掲載されていない口語調の文書や絵文字なども頻繁に用いら
れるようになっている。このような状況の中で、大量に存在するテキストデータを自動的に処理
するテキストマイニング技術に対する需要も高まってきている。このテキストマイニングの中
にも、文書検索・文書要約・単語分割・文書分類・Web マイニング・マーケティングなどの様々
な課題が存在する。この中で、本研究では単語を自動的に切り出す問題に焦点をあてる。 
日本語や中国語のような非分かち書き言語に対して単語分割を行う場合は、あらかじめ作成

された辞書を参照した形態素解析が必要である。日本語においては、従来から茶筌などの形態素
解析ツールが用いられてきた。しかし、このような形態素解析ツールを用いた手法で Web 上な
どに存在するテキストデータを正しく単語に分割することは非常に難しい。なぜなら、このよう
な分析で対象となるテキストデータの多くは形態素解析ツールが苦手とする口語体で書かれて
いる上、略語や新語が続々と生み出されており、形態素解析で必要となる辞書のメンテナンスも
ままならないためである。そこで対象となるテキストデータ自体から単語情報を認識すること
ができる単語分割手法が必要となる。さらに、近年のスマートフォン等のモバイル端末の爆発的
な普及により、Web 上のテキストデータは世界的に増え続けている。今後も日本語だけではな
く中国語のような非分かち書き言語において、単語を切り出す技術は重要になると考えている。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、Unicode で表現された複数の言語が混在するテキストデータを、同一のプロ

グラムで処理する単語分割技術を構築することである。この技術は、単純な状態遷移モデルに基
づいた、各言語の辞書や文法知識を一切必要としない言語独立な単語分割方式であり、かつ口語
体文書や古語も含めた世界中のあらゆる非分かち書き言語が混在している大規模なテキストデ
ータも処理可能である。また、高性能なコンピュータではなく、一般の個人が使用する PC のレ
ベルで動作可能である。そして、文書分類や Web マイニング、さらにはソーシャルメディア時
代のマーケティング等の分野でも利用できるように発展させ、言語を問わず消費者の口コミ情
報など口語調の単語や新語や流行語も発見し、マーケティングにも利用できるようにする。 
 
３．研究の方法 
本研究では、日本語や中国語のような世界中の非分かち書き言語を対象として言語固有の文

法や単語の知識を一切用いることなく、対象とした言語の辞書を自動的に構成し、単語を切り出
す手法を構築する。単純な状態遷移モデルを仮定し、単語分割に必要な辞書を作成する。 
主に、以下の 2つの方向性を意識して研究を進めた。 

(1)処理対象となる言語の拡張 
様々な言語に対して単語分割の実験を行い、本手法の高い分割性能を実証する。 

(2)適用事例の拡張 
マーケティングや Web マイニングなどに適用問題を拡張する。 

 
４．研究成果 
「３．研究の方法」に記載した「(1) 処理対象となる言語の拡張」と「(2) 適用事例の拡張」

の二点について主に研究を進めた。ここでは、(2)について以下に説明する。 
本研究では、事例研究として特定の商品や施設についてのユーザレビューの分析を行った。 
今回は具体例として、ゴルフ場のレビューデータ（5段階の評価値付きのテキストデータ）を

用いた。ユーザの年齢（年代）と 5段階評価に基づき表に示すようにクロス集計を行った。その
結果を表 1に示す。ここで、5段階評価は、高評価なものから順に「5:Best(B)」、「4:Good(G)」、
「3:Average(A)」、「2:Poor(P)」、「1:Worst(W)」と表記している。クロス集計表の各セルの数値
は、一人のユーザのレビューを 1件としてカウントした。 
 

表１：クロス集計表 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  



 
次に、表 1のクロス集計表を用いて対応分析を行った。対応分析とは、クロス集計表などの行

と列からなるデータの特徴を図示し、項目間の関係を視覚的に把握する分析手法である。その結
果の一例を図 1に示す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図１：対応分析の結果 
 
 
そこで、対象のレビューデータを用いて感情極性辞書を自動的に作成する研究に取り組んだ。

感情極性辞書とは、文章に含まれる単語に対し、文中に含まれる特有の極性（ポジティブかネガ
ティブか）を持つ単語が含まれているという考えに基づき、単語に対し極性値を与えた辞書であ
る。簡単な例として「うれしい」や「楽しい」などの単語は感情面でポジティブであり、「悲し
い」や「辛い」という単語はネガティブであると考えられる。また、辞書によっては単にポジテ
ィブかネガティブという情報だけではなく、ポジティブおよびネガティブ度合いを数値化する
場合もある。本研究は後者の立場で研究を進めた。感情極性辞書の利点として、単語レベルでポ
ジティブかネガティブの判別ができるので直感的に感情極性の判断ができる。従来の感情極性
辞書は、一般的な事柄を対象とし辞書の評価を行っているため、対象に対して評価尺度と辞書の
評価尺度が一致していないことが多かった。このため、ある特定の商品や施設に対しては、本来
と異なった感情極性が与えられてしまう可能性がある。そこで、本研究では特定の対象に対し、
それに特化した辞書の作成が必要であると考えた。例えば「難しい」という単語は一般的にはネ
ガティブな感情極性値が与えられる単語であるが、戦略性を求めるゴルファーのコメントデー
タの中に表れている回数が多く高評価なレビューの中に含まれている単語であるため、ゴルフ
場においてはポジティブな感情極性値を与えて良い単語になる。このような観点から、ユーザレ
ビューの 5 段階評価値がそのレビューに含まれる単語の感情極性値を決定する手法を提案した。
具体的にはその計算過程に TFIDF 値を用いた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2：感情極性値の計算結果（一部抜粋） 
 

以上のように、ある特定の商品や施設に対するユーザレビューに対して感情極性辞書を自
動的に作成する手法を提案した。しかし、今回の感情極性値の計算は、対象の文章の文脈などが
考慮されていないため、文章の中でポジティブとネガティブが反転する場合は誤った感情極性
値を付与してしまう可能性がある。今後は文脈も考慮した感情極性値の算出方法を検討してい
く必要がある。 
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